
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 従来の動物実験に代わる、効率的で制度の高い手法として注目される 

培養細胞を用いた創薬研究の最新動向を解説！ 

➢ 飛躍する MPS/オルガノイド研究、細胞間コミュニケーションの 

可能性を切り開くエクソソーム研究、iPS細胞技術がもたらした 

創薬研究の革新など、最先端動向を詳細に解説！ 

➢ 新たな局面を迎える実験自動化技術に着目！ 

技術の進展に伴い浮上する、人材育成の課題に問題提起！ 

➢ 第一線でご活躍の研究者により最新の知見と展望を紹介！ 
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＝刊行にあたって＝ 
 

近年のバイオテクノロジー分野における進展は目覚ましく、創薬研究においても、従来の動物実験に代わる、より効率的で精度の
高い手法として、培養細胞を用いた研究が注目されています。 

2018年5月に出版された『創薬のための細胞利用技術の最新動向と市場』は、多くの研究者の皆様に最新の情報をお届けすること
ができ、大変好評をいただきました。それから 6 年、細胞培養技術とその周辺技術はさらに飛躍的な発展を遂げ、創薬研究の現場は
新たな局面を迎えています。 
本書では、培養細胞を用いた創薬研究の最前線を、以下のテーマに焦点を当てました。 
ヒト組織を模倣するMPS/オルガノイド研究の進展：  
体性幹細胞、多能性幹細胞を用いたオルガノイドを含むMPSの進歩は、腸管、肝臓、脳、眼球、肺、腎臓といった様々な生体組織

を in vitro で再現することを可能にしました。創薬研究における、よりヒトに近い環境での評価を可能にする技術として、その将来
性は計り知れません。 
細胞間のメッセンジャー、エクソソーム研究の進化： 
細胞間コミュニケーションの重要な役割を担うエクソソームは、創薬における新たなターゲットとして、また、ドラッグデリバリ

ーシステムへの応用も期待されています。本書では、エクソソームの多様性、不均一性、そして治療への応用における課題と展望に
ついて解説します。 
個別化医療を推進する iPS細胞技術： 
ヒト iPS細胞から誘導された神経細胞は、創薬スクリーニングや非臨床試験に新たな道を切り拓きました。さらに、疾患特異的 iPS

細胞を用いることで、患者一人ひとりの病態に合わせた創薬、個別化医療の実現に向けた研究が進んでいます。 
創薬研究の効率化を実現する自動化技術： 
細胞培養工程の自動化は、創薬研究の効率化、標準化、そしてコスト削減に大きく貢献します。本書では、最新の自動化技術の動

向と、今後の創薬研究における役割について考察します。 
次世代を担う人材育成の重要性： 
これらの技術革新を支え、さらに発展させていくためには、高度な知識と技術を持った人材の育成が不可欠です。本書では、細胞

培養技術、GMP教育の現状と課題、そして産学官連携による取り組みについて解説するとともに、VRやシミュレーションゲームと
いったデジタル技術を活用した教育の可能性についても言及します。 

 
本書が、培養細胞を用いた創薬研究に携わるすべての研究者、そしてこの分野に興味を持つ学生の皆様にとって、最新の知見を得

るとともに、今後の研究開発、そして人材育成の指針となることを切に願っております。 
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第1編 神経細胞 
総括：神経細胞を用いた創薬研究の今  

関野祐子 

第1章 ヒトiPS細胞由来神経細胞を用いた非臨床試験
法の開発への期待と課題 

 関野祐子，古江美保 

1はじめに 

2安全性薬理試験における新しいインビトロ試験法開発 

2.1医薬品の非臨床試験と規制科学   

2.2安全性薬理試験の改訂の動き   

2.3ヒト iPS細胞を使った新しい試験法の導入例 

3ヒト iPS細胞由来“神経細胞”の創薬ニーズと課題 

3.1ターゲット探索的研究におけるニーズ 

3.2ターゲット探索的研究利用における課題 

3.3非臨床試験におけるニーズ 

3.4非臨床試験利用における課題 

3.5研究データの信頼性確保 

3.6ヒト iPS細胞株の継代，維持，品質保証 

3.7●分化誘導法の課題 

4ヒト iPS細胞由来“神経細胞”の次なる展開 

4.1医薬品副作用予測における課題 

4.2高齢者における中枢神経系リスク予測の重要性 

4.3医薬品副作用の学習記憶障害リスク予測 

4.4神経細胞の樹状突起スパインを指標とする試験法開

発 

4.5今後の展望 

参考文献 

第2章 スクリーニングのためのヒトiPS細胞由来神経
細胞のシナプス成熟度評価法 

 福角勇人，金村米博 

1はじめに 

2シナプス成熟のための培養法，分化誘導法の種類と特
徴 

2.1ヒト iPS細胞由来神経細胞の2次元培養法 
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3.1.2定量的RT─PCR法（RT─qPCR法） 

3.1.3RT─PCR法 

3.2タンパク質発現解析  
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3.3神経細胞の機能性評価 

3.3.1カルシウムイメージング法 

3.3.2パッチクランプ法 

3.3.3多点電極アレイ（MEA）法 

4 おわりに 

参考文献 

第3章 iPS細胞由来神経細胞を用いたテーラーメイ

ド創薬            森本 悟 

1 はじめに 

1.1iPS細胞技術の進展と科学的意義 

1.2テーラーメイド創薬の現状と期待  

1.3創薬分野における市場と技術動向  

1.4今後の課題 

2 テーラーメイド創薬における iPS細胞の役割 

2.1iPS細胞技術とテーラーメイド創薬   

2.2ヒト iPS細胞疾患モデルを用いた iPS細胞創薬の

具体例 

2.3iPS細胞創薬スクリーニングの利点 

3テーラーメイド創薬における患者層別化の重要性 

3.1患者層別化（Stratification）とテーラーメイド創
薬の背景 

3.2孤発性患者 iPS細胞ライブラリーの役割 

3.3iPS細胞モデルを用いた患者層別化 

─ALS（筋萎縮性側索硬化症）におけるテーラーメイ
ド創薬─ 

4 iPS細胞由来神経系細胞を用いたテーラーメイド創
薬とバイオマーカーおよびサロゲートマーカーの開
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4.1バイオマーカーとサロゲートマーカーの定義と役割 

4.2 iPS細胞を用いた臨床的なバイオマーカーとサロゲ

ートマーカーの開発 

4.3細胞外小胞（エクソソームを含む）やAIの活用に
よるバイオマーカー探索 

5テーラーメイド iPS細胞創薬の展望と課題 

6おわりに 

参考文献 

第4章 疾患特異的iPS細胞から作製した神経系細胞
を用いた病態・創薬研究 

 河野岳生，小薮直生，近藤孝之，井上治久 

1はじめに 

2 iPS細胞の脳神経疾患の創薬研究への応用 
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